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概要

本ドキュメントはDeep Learning(DL)モデル作成の一連の流れに沿って、Neural Network Console(NNC)の機
能を細部まで紹介する内容になっております。すでにDLモデル作成の経験がある方にNNCの機能や使い
方をご理解いただくことを想定しております。これからDLをはじめようという方は、ご自身のテーマに
近い以下のスターターガイドをご覧ください。

• スターターガイド -画像分類編-
• スターターガイド -表データ分類編

• スターターガイド -時系列データ異常検知編-
• スターターガイド -物体検出編-
• スターターガイド -領域抽出編-

https://support.dl.sony.com/wp-content/uploads/sites/2/2020/01/17052647/starter_guide_Image_classification.pdf
https://support.dl.sony.com/wp-content/uploads/sites/2/2020/01/06061615/starter_guide_tabular_data_classification.pdf
https://support.dl.sony.com/wp-content/uploads/sites/2/2019/11/28025557/starter_guide_chronological_classification.pdf
https://support.dl.sony.com/wp-content/uploads/sites/2/2020/03/13054959/starter_guide_object_detection.pdf
https://support.dl.sony.com/wp-content/uploads/sites/2/2020/04/09055150/starter_guide_Semantic_Segmentation.pdf
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サインインページへの移動

Chromeを利用して、https://dl.sony.com/jaに移動します。

ページの右上にある「無料で体験」をクリックします。

サインインするためのアカウントをSONYアカウントまたはGoogleアカウントから選択します。どちらを
選択してもこのドキュメントの内容は進めることが可能です。

２. SONYアカウントまたはGoogle
アカウントのどちらかを選択

※アカウントがない場合には選択後に
作成可能です

※どちらのアカウントを選択いただ
いても、機能に違いはありません

１. 「無料で体験」をクリック

サインインページへの移動方法
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SONYアカウントでのサインイン

SONYアカウントに登録しているメールアドレス・パスワードを入力し、ログインを行います。

※アカウントをお持ちでない方は、「新しいアカウントの作成」から新規作成を行ってください。
詳細は、AppendixのSONYアカウントの取得方法に記載があります。

１．メールアドレスの入力 ２．利用規約への同意
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Googleアカウントでのサインイン

Googleのメールアドレス・パスワードを入力し、ログインを行います。

１．メールアドレスの入力 ２．パスワードの入力 ３．利用規約への同意
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Dashboardページ

サインインするとDashboardページが表示されます。

画面上では直近の学習や評価のジョブ実行の進捗を確認できるほか、データ管理やモデル作成などそれぞ
れのページに移動することができます。

モデル作成のプロジェクト管理ページ

データセット管理ページ

過去の学習や評価の履歴管理ページ

NNCのサンプルプロジェクト一覧ページ

NNCの公開プロジェクト一覧ページ

言語変更や利用料確認などの設定ページ

サポートページへの移動やログアウトなど 12345678901234567890

直近のプロジェクトを表示

直近の学習や評価などの履歴を表示



8

ユーザ設定

Service Settingsからユーザ名や言語表示の変更、クレジットカード登録※1などが可能です。
グループ機能を利用される場合には、ユーザ名を設定することで作業者が明確になり便利です※2。

12345678901234567890

12345678901234567890

１. “Service Settings”をクリック

※１GPUなど有料のサービスを利用される場合には、クレジットカード登録ないしは法人契約が必要になります。
※２すでにグループ登録をされている方は、画面上に表示されるタブを、Personalに変更ください。(本紙には記載がありません)

２. “set”をクリックし、ポップ
アップからユーザ名を変更

３. 言語表示を選択

４. “Enter credit card”をクリックし、ポップ
アップからクレジットカードを登録
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データアップロードのステップ

NNCはクラウドサービスのため、モデルを作成するために必要なデータセットをあらかじめクラウドに
アップロードする必要があります。

お手持ちのPCにデータセットを準備し、以下のステップでクラウドへのアップロードを行います。

１

２

３

データセットの準備

アップロード用CSVファイルの準備

データセットのアップロード

データアップロードのステップ
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データセットの準備

モデル作成には、モデルを学習させるためのデータセット（学習データ、Training Data）と、モデルの精
度を検証するためのデータセット（検証データ、Validation Data）の２つが必要になります。

作成されたモデルの精度を正しく検証するためには、学習に利用していないデータで検証データを準備す
る必要があるため、あらかじめ準備したデータセットを学習データと検証データに分割しておきます。

学習データ 検証データ

データセット

分割

学習に利用 精度検証に利用

データセット
の準備

CSVファイル
の準備

データ
アップロード

モデル
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アップロード用CSVファイルの準備

データセットはNNC所定のアップロード用CSVファイルで準備する必要があります。

画像や時系列データは別途ファイルで準備いただき、ファイルの相対パスをアップロード用CSVファイル
に記入します。

ヘッダ

データ
(2行目以降)

NNC所定のデータセットフォーマットの例 ヘッダの書き方

変数名[__次元Index]:[コメント]

• 変数名はNNC上でデータセットのカラムを指定する
際に利用します。英数字で入力ください。

• 多次元の場合には変数名の後に、「__」をつけ、0か
ら順にインデックスをつけ、記載します。

• 「:」を入力することで、「:」以下をコメントアウト
することができます。

後ろにデータセットの説明などのコメントを追加する
などして、利用ください。

データセット
の準備

CSVファイル
の準備

データ
アップロード
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表データのデータセット作成例

表データを利用する場合には、あらかじめ全てのデータを数値化しておく必要があります。
入力データについては、”__{数字}”の形式でベクトル形式で準備することで、１つの入力レイヤーで入力
データを表現することができます。

表データ分類のデータセット作成例(退会予測の例)

データセット
の準備

CSVファイル
の準備

データ
アップロード

入力データをx、出力データをyにカラム名を変更
複数カラムは”__{数字}”でベクトル表現

入会後
経過日数 性別 年齢 購入回数 購入総額 最終購入後

経過日数 継続・退会

1386 1 36 12 17280 30 0

1142 1 39 8 18000 100 1

2004 2 43 4 42000 671 1

2221 2 37 1 21600 239 0

1613 0 46 35 20100 16 0

1239 0 38 11.5 28800 165 0

2336 1 28 18 42000 244 0

x__0 x__1 x__2 x__3 x__4 x__5 y

1386 1 36 12 17280 30 0

1142 1 39 8 18000 100 1

2004 2 43 4 42000 671 1

2221 2 37 1 21600 239 0

1613 0 46 35 20100 16 0

1239 0 38 11.5 28800 165 0

2336 1 28 18 42000 244 0

入力データ 出力データ

数値化後のデータ アップロード用CSVファイル

※カテゴリ変数などはダミー変数化するなど事前に数値
化する必要があります

※ベクトル表現を利用しない場合、ネットワーク構築時に
多数のインプットレイヤーを作成する必要があります
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画像データのデータセット作成例

画像データを利用する場合には、画像データは相対パスを記載します。
画像データは事前に画像サイズとカラーかモノクロかを統一する必要があります。

trainData.csv
x y

data/train/dog/001.jpg 0

data/train/dog/002.jpg 0

data/train/dog/003.jpg 0

data/train/cat/001.jpg 1

data/train/cat/002.jpg 1

data/train/cat/003.jpg 1

…
…

x y
data/test/dog/001.jpg 0

data/test/dog/002.jpg 0

data/test/dog/003.jpg 0

data/test/cat/001.jpg 1

data/test/cat/002.jpg 1

data/test/cat/003.jpg 1

…
…

testData.csv

画像分類のデータセット作成例 (犬と猫の2分類のモデル作成時の例)

ラベルは事前に数値化

この例ではdogを0、catを1
と定義し、データを準備

データセット
の準備

CSVファイル
の準備

データ
アップロード

data

train

001
.jpg

002
.jpg

003
.jpg ・・・

dog

・・・
001
.jpg

002
.jpg

003
.jpg

・・・

cat
001
.jpg

002
.jpg

003
.jpg

・・・

dog
001
.jpg

002
.jpg

003
.jpg

test

cat

カテゴリごとにディレクトリを作成する

画像は相対パスを記載

カラム名のxが入力で、yが出力
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時系列データのデータセット作成例

時系列データを利用する場合には、時系列データはCSVファイルの相対パスを記載します。
時系列データは事前に入力数とその長さを統一する必要があります。

データセット
の準備

CSVファイル
の準備

データ
アップロード

0.02355

0.57766

0.64312

0.93555

0.83247

-0.3254

x y

0001.csv 0

0002.csv 0

0003.csv 0

0009.csv 1

正常 正常 正常 異常

時
系
列
デ
ー
タ

ラベル

0001.csv 0002.csv 0003.csv 0009.csv

training_data.csv 0001.csv
カラム名のxが入力で、yが出力

ラベルは事前に数値化
この例では正常を0、異常を
1と定義し、データを準備

カラム名や時刻情報は入れず、
数値データのみを記載

複数の時系列データを入力に
する場合には、列を増やして
記載

時系列データ分類のデータセット作成例(時系列異常検知の例)
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データセットのアップロード

NNCへのデータアップロードには専用のアップローダを利用します。
アップローダ上で準備したCSVファイルを指定し、データをアップロードします。

１．アップローダの取得 ２．アップロードキーの取得 ３．アップローダの実行

以下のリンクからアップローダをダ
ウンロード
https://support.dl.sony.com/docs-ja/
データセットアップロードツールの
ダウンロード/

NNCにログインし、Datasetタブの中
のUpload Datasetをクリック

ポップアップ画面に表示されるアッ
プロードキーをコピー

１で取得したアップローダを起動
 tokenに２で取得したアップロード
キーを貼り付け

 fileに作成したCSVファイルを指定
Startをクリックし、アップロードを
実行

データセット
の準備

CSVファイル
の準備

データ
アップロード

※画像データはCSVに含まれるパスを
参照し自動的にアップロードされます。

https://support.dl.sony.com/docs-ja/%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%82%BB%E3%83%83%E3%83%88%E3%82%A2%E3%83%83%E3%83%97%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%84%E3%83%BC%E3%83%AB%E3%81%AE%E3%83%80%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%89/
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アップロード先のデータセット確認

アップロード後はDatasetタブの一覧にデータセットが追加されます。

アップロード時のCSVファイルのファイル名がデータ名として一覧に表示され、選択することで中身を確
認することができます。表示の際に、画像や時系列データなどはサムネイルの形で確認できます。

mnist.mnist_training.csv

x:image y:label

data/train/5/0001.jpg 5

data/train/0/0001.jpg 0

data/train/4/0001.jpg 4

data/train/1/0001.jpg 1

… …

アップロード時のCSVファイル データセット一覧に追加されたデータセット

CSVのファイル名がデータ名になります

画像や時系列データはサ
ムネイルで表示されます

アップロード後のデータセットの例

データセット
の準備

CSVファイル
の準備

データ
アップロード
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モデル作成のステップ

NNCではモデル作成の一連のステップをプロジェクトの中で実施します。

プロジェクト内で試行錯誤の履歴が一元管理されるため、最も良いモデルを簡単に見つけることができます。

１

２

３

プロジェクトの作成

データセットの連携

ネットワーク作成

モデル作成のステップ

４ 学習

５ 評価

６ 構造自動探索

試行錯誤
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プロジェクトの作成

プロジェクトの作成方法は以下の４種類があります。用途に合わせて選択をしてください。

１

２

３

新規プロジェクトの作成

既存プロジェクトのコピー

プロジェクトの作成方法

ゼロからモデルを作成

NNC上で作成したプロジェクトをコピーし、それ
をベースにして作成

利用シーン

サンプルプロジェクトのコピー

他DLフレームワーク等のモデル利用

NNC上の関連するサンプルプロジェクトをもとに
モデルを作成

他DLフレームワーク等の関連するDLモデルをも
とに、NNCでモデルを作成

４

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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プロジェクトの作成

新規プロジェクトの作成
Projectタブから新規プロジェクトを作成します。

２. 任意のプロジェクト名を入力し
“OK”をクリック

※プロジェクト名は半角英数字の
み利用可能です

１. “New Project”をクリック

new_project

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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プロジェクトの作成

既存プロジェクトのコピー
Projectタブから既存プロジェクトのコピーを作成します。

１. コピーをするプロジェクトを

マウスオーバーし、右側のアイ
コンの左から２番目をクリック

２. 任意のプロジェクト名を入力し、
“OK”をクリック

※プロジェクト名は半角英数字の
み利用可能です

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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プロジェクトの作成

サンプルプロジェクトのコピー
サンプルプロジェクトはSample Projectタブに目的別やテクニック別などに整理されており、ここからプ
ロジェクトをコピーします。

１. “Cloudで開く”を
クリック ２. ポップアップで好きな名前

※を入力してOKをクリック
※プロジェクト名は半角英数字の
み利用可能です

new_project

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携

※サンプルプロジェクトのプロジェクト名がわかっている場合には、Projectタブからコピーすることも可能です。
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プロジェクトの作成

他DLフレームワーク等のモデル利用
以下に示す５つの移植元からネットワークモデルなどをロードすることで、プロジェクトを作成できます。

１

２

３

４

.sdcproj

.prototxt

.nntxt、.nnp

.onnx

５

NNC※1

DLフレームワーク NNabla※2

DLフレームワーク Caffe

DLフレームワーク TensorFlow※3

対応フォーマット移植元

.pb

DLフレームワーク ONNX

※１ NNC Windows版やクラウド版の他ユーザからのモデル転用を想定しています。
※２ NNablaとはソニーが開発したDLフレームワークで、NNCでもバックエンドではNNablaを利用しています。
※３ TensorFlowの互換状況はウェブページでご確認ください。

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携

https://nnabla.org/
https://support.dl.sony.com/docs-ja/TensorFlow%E4%BA%92%E6%8F%9B%E7%8A%B6%E6%B3%81
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プロジェクトの作成

他DLフレームワーク等のモデル利用
Projectタブから、以下のステップで他DLフレームワークなどのモデルをロードします。

１. “Upload Project”をクリック

２．対象ファイルをドラッ
グ＆ドロップ

３．ロード後のプロジェク
ト名を入力

１．Upload Projectを選択 ２．対象ファイルの指定 ３．プロジェクト名の指定

new_project

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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プロジェクトの起動

作成したプロジェクトをクリックし、プロジェクトを起動します。

※「新規プロジェクトの作成」を選択された場合には、自動で空のプロジェクトが起動されます。

１. 作成したプロジェクトを
クリック

Editタブ: ネットワークを作成するページ

ネットワークが表示

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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データセットの連携

プロジェクトに事前にアップロードしたデータセットを紐づけます。

１. Datasetタブをクリック

２. Trainingを
クリック

４. 一覧から学習に用

いるデータセット
を選択

５. リンクマークをク

リック※2

６. Validationをクリック

し、３～５と同様の
手順を実施

選択したデータセット名

※２ブラウザの拡大率によって表示されないことがあります。
表示されない場合は表示の縮小をお試しください。

・Suffle
エポックごとにデータの順序を入れ替え

・ Image Normalization
入力データが画像の場合、入力時に1/255倍
TrainingとValidationで同じになるように注意

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携

３. Not Setをクリック
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ネットワークの作成方法

レイヤー選択パネルからネットワーク構造パネルにレイヤーをドラック＆ドロップします。

すでにあるレイヤーと連結し、ネットワークを構成します。

レイヤーパラメータパネルで各レイヤーの詳細を設定します。

レイヤー
選択

レイヤー
設定

ネットワーク構造

学習指示

ネットワーク
統計量

１．レイヤーを選択

２．ネットワークを連結

３．詳細設定

クリック

離す

データの次元を表現

28

28

24

24

16

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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ネットワークレイヤーの並べ方

ブロックで表現されたレイヤーを並べることでネットワークを構築します。
Inputから順にネットワークを作成し、最後にLoss関数を配置します。

推論時にはLoss関数の直前のレイヤーの値を出力します。Loss関数を利用せずLoss値を算出する場合には、
ネットワークの出力部分を判断できないため、推論用のネットワークを明示的に作成する必要があります。

ネットワーク部分

Loss関数

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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目的変数の設定

Loss関数に目的変数を設定する方法には、Loss関数の詳細設定から設定する方法と、ネットワーク上で設
定する方法の２種類があります。

目的変数の設定方法

詳細設定でデータセット名を設定 ネットワーク内で加工し、目的変数を設定

Loss関数の詳細設定で
目的変数を指定

ネットワークを結合し、
目的変数に設定

データセット
から受取

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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ネットワークタブ

EDITページのネットワークタブは複数設置することができます。

CNNなど繰り返し構造が多いネットワークの共通部分をコンポーネントとして作成する場合や、学習用、
検証用、推論用でネットワーク構造を変える場合※に複数のネットワークタブを利用します。

１．「+」ボタンをクリッ
クし、新規タブを作成

複数のネットワーク
タブが存在

※ネットワークタブがデフォルトのMainのみの場合、バックエンドで自動的に検証用のMainValidation、推論用のMainRuntimeが生成されます。

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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ネットワークタブの引用(Unitレイヤー)

Unitレイヤーを利用することで、他のネットワークタブを引用利用することができます。

Mainタブ Conv_unitタブ

Unitレイヤーの使い方の例

引用するネットワー
クタブの名称を指定

Unitレイヤーを用いて
Conv_unitタブを引用

引用元のネットワークタブはInputレ
イヤーからはじまるネットワークを
作成します。

右側に表示されるデータの次元は引
用先に応じて自動で変換されます。

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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変数の利用(Argumentレイヤー)

Argumentレイヤーを利用することで、ネットワーク内の数値などを変数として取り扱うことができます。
Argumentレイヤーで変数を設定し、その変数名をネットワークの設定値に利用することができます。

また、Unitレイヤーの引用ネットワークタブ内で利用することで、ネットワークの引数として利用するこ
ともできます。

Argumentレイヤーの使い方(出力サイズを変数とする例)

１．Argumentレイ
ヤーを追加

２．Argumentレイヤー

の詳細設定に変数
名、値、変数型を
指定

３．変数名をそのまま入力

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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学習パラメータ(Global Config)の設定

学習パラメータを右上のCONFIGタブから設定します。
Global Configでは、学習時の基本的な設定を行います。

項目 説明

Project Description プロジェクト概要など任意のコメン
トを入力。
半角英数字のみ使用可能。

Project Tag Public Projectの検索に利用するタグ
を設定。

タグ設定により、プロジェクト公開
時に他のユーザが見つけやすくなる。

Max Epoch 学習の回数を指定。

学習曲線の横軸のため、収束してい
ない際には値を大きくし、すでに収
束している際には値を小さくする。

Batch Size 学習時のバッチサイズを指定。
値が大きいほど、GPUの並列計算に
よる学習時間短縮の効果が大きい。

上限はデータやネットワークのサイ
ズ、GPUの種類によって変化。

Precision 演算精度を指定。
Halfを選択することで、メモリ使用
量の削減やGPU演算の高速化が可能。

Monitor Interval 精度評価を行う間隔を指定。

Structure Search 構造探索機能の実施可否を指定。※詳細な解説はウェブページをご確認ください。

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携

https://support.dl.sony.com/docs-ja/%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%88%E7%94%BB%E9%9D%A2%EF%BC%9A%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%95%E3%82%A3%E3%82%B0%E3%82%BF%E3%83%96%EF%BC%88global-config%EF%BC%89%E3%81%AE%E4%BD%BF-2/
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学習パラメータ(Optimizer)の設定

学習パラメータを右上のCONFIGタブから設定します。
Optimizerでは、学習最適化の基本的な設定を行います。

項目 説明

Effective Range 最適化の実施範囲を指定。
空欄の場合には全区間で実施。

学習途中で最適化の手法やパラメー
タを変更する際に、区間を指定した
複数のOptimizerを作成。

Network 最適化に用いるネットワークタブの
名称を指定

Dataset 最適化に用いるデータセットタブの
名称を指定

Update 最適化の手法と選択した手法のパラ
メータ値を設定

※詳細な解説はウェブページをご確認ください。

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携

ネットワークタブの名称確認 データセットタブの名称確認

https://support.dl.sony.com/docs-ja/%E3%83%97%E3%83%AD%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%82%AF%E3%83%88%E7%94%BB%E9%9D%A2%EF%BC%9A%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%95%E3%82%A3%E3%82%B0%E3%82%BF%E3%83%96%EF%BC%88optimizer%EF%BC%89%E3%81%AE%E4%BD%BF%E3%81%84-2/


36

学習パラメータ(training_error, valid_error)の設定

学習パラメータを右上のCONFIGタブから設定します。
training_error, valid_errorでは、学習曲線に表示するError値の計算方法の設定を行います。

項目 説明

Network Error値の計算ためのネットワークタブの

名称を指定
ネットワークタブがデフォルトのMainだ
けの場合、MainValidationと指定※

Dataset Error値の計算ためのデータセットタブの
名称を指定

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携

※ネットワークタブがデフォルトのMainのみの場合、バックエンドで自動的に検証用のMainValidation、推論用のMainRuntimeが生成されます。

ネットワークタブの名称確認

データセットタブの名称確認
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学習パラメータ(Executor)の設定

学習パラメータを右上のCONFIGタブから設定します。
Executorでは、評価推論用の設定を行います。

項目 説明

Network 評価のためのネットワークタブの名称を
指定
ネットワークタブがデフォルトのMainだ
けの場合、MainRuntimeと指定※

Dataset 評価のためのデータセットタブの名称を
指定

Number of 
Evaluation

評価実行の回数を指定

乱数処理などを含む場合に、複数回の推
論の平均で評価を実施する際に利用

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携

※ネットワークタブがデフォルトのMainのみの場合、バックエンドで自動的に検証用のMainValidation、推論用のMainRuntimeが生成されます。

ネットワークタブの名称確認 データセットタブの名称確認
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学習の実行

EDITページのRunボタンをクリックすることで学習が実行されます。
GPU等有料のメニューを利用する場合は事前にクレジットカード登録もしくは法人契約が必要になります。
(法人契約：https://dl.sony.com/ja/business/)

学習実行の方法 TRAININGページの概要

１. 計算資源を選択

２. Runをクリック

学習曲線
（縦軸: 誤差、横軸: 学習世代）

途中経過の
ログ

※データ件数が少ない場合には、バッチサイズのエラーがポップアップで表示される場合があります。この場合には、Global 
Configでバッチサイズをデータ件数よりも小さい値に変更してください。

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携

https://urldefense.proofpoint.com/v2/url?u=https-3A__dl.sony.com_ja_business_&d=DwMFJg&c=eIGjsITfXP_y-DLLX0uEHXJvU8nOHrUK8IrwNKOtkVU&r=UIsboW9045BIiRuRvkW1i4SDNg-nMMSrf5rtVouW0oM&m=OuQI-y3hVeN424q6KZv1eXowF7WZXjgZBxkvbRHXqCY&s=8l_yU469yvrZtMd4ipAIGebiv2nHr_WlFQS84UUAcPs&e=
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パラメータの可視化

TRAININGタブに表示されるレイヤーをダブルクリックすることで、そのレイヤーのパラメータを可視化す
ることができます。

１. レイヤー※を
ダブルクリック

２. パラメータが可視化

※ReLUなど表示するパラメータがない場合には、パラメータは表示されません。

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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評価の実行

TRAININGページのRunをクリックするとEVALUTIONページに遷移し、詳細な判定結果を確認できます。

各データに対するモデルの判定結果や統計的な精度や指数、混同行列などを確認できます。

評価実行の方法 表示可能なグラフの概要

評価グラフ 内容 問題

Output
Result 各データの１つ１つの判定結果

Confusion
Matrix

Classification
Result

Classification
Matrix

Likelihood
Graph

分類/回帰

データセット全体の統計的な指標と混同行列
(分類ラベルごとに結果を集計した表) 分類

各データの判定確率上位３カテゴリの確率

カテゴリごとのモデルの判定傾向

判定確率と正答率の傾向

分類

分類

分類

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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評価の見方：Output Result

検証用データ(DatasetタブのValidationデータ)の右側にモデルの予測結果が追記されます。

1つ1つの検証用データに対し、モデルがどのように判断したかを確認できます。

Output Resultページのスナップショットとその見方

検証用データから転記 モデルの予測結果

クリックして選択 ページを変更し全て
の結果を確認可能

追記カラム名について

• 出力をアポストロフィー付きで表記
例: 学習時にx → yであれば、y’を出力

• 分類問題の場合にはさらにindexを用い、
各クラスの予想確率を出力
例: 2値分類の場合、y’__0とy’__1を出力

ラベル”0”の
予想確率

ラベル”1”の
予想確率

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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評価の見方：Confusion Matrix

検証用データに対する統計的な評価指標と混同行列を表示します。

混同行列を用いて、全体の正答数や間違いやすいラベルの傾向などを確認できます。

クリックして選択

Confusion Matrixページのスナップショットとその見方

モデル全体の
評価指標

混同行列

正解がラベル”3”のものを”5”と予
想し、間違えた数が3個

y’(モデルが予想したラベル)

y (データ内
のラベル)

対角の数は正答数を表す

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携



43

評価の見方：Classification Result

各データごとにモデルが確率が高いと予測した上位３つのラベルと確率を表示します。

第１候補の確率を昇順でソートすれば、モデルが判定困難なデータを確認できます。

Classification Resultページのスナップショットとその見方

クリックして選択

ソート結果の
リセット

列の↑をクリックでソートが可能

第１候補の
ラベルと確率

検証用データから
転記

モデルの予測結果

第２候補の
ラベルと確率

第３候補の
ラベルと確率

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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評価の見方：Classification Matrix (Recall)

ラベルごとにモデルが間違えた上位３つの誤判定のラベルと件数を表示します。

Recallでは、データセット内の正解ラベルを軸に誤判定結果の確認できます。

Classification Result （Recall）ページのスナップショットとその見方

クリックして選択

Recallを選択

セルをクリックすると
誤判定データの詳細にジャンプ

データ内の
ラベル

正解数
間違いやすい上位3件の

ラベルと件数

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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評価の見方：Classification Matrix (Precision)

ラベルごとにモデルが間違えた上位３つの誤判定のラベルと件数を表示します。

Precisionでは、モデルが判定したラベルを軸に誤判定結果の確認できます。

Classification Result （Precision）ページのスナップショットとその見方

Precisionを選択

Deep Learningが
判定したラベル

正解数
間違いやすい上位3件の

ラベルと件数

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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評価の見方：Likelihood Graph (Sigmoid)

スコアや確率ごとの判定結果により、各ラベルをどの程度分離できているかを確認できます。

Sigmoidを用いた分類問題の場合には、判定スコアとその正答の対応を表示します。

Classification Result（Sigmoid）ページのスナップショットとその見方

クリックして選択

plot
• 横軸：判定スコア（0～1）

• 縦軸：判定数（件）

normalized
• 横軸：判定スコア（0～1）

• 縦軸：正誤割合（％）

false/trueの切替表示が可能

オンマウスで
詳細数を表示

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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plot
• 横軸：判定ラベルの予測確率（0～1）

• 縦軸：判定数（件）

normalized
• 横軸：判定ラベルの予測確率（0～1）

• 縦軸：正誤割合（％）

評価の見方：Likelihood Graph (Softmax)

スコアや確率ごとの判定結果により、各ラベルをどの程度分離できているかを確認できます。

Softmaxを用いた分類問題の場合には、判定ラベルの予測確率とその正答の対応を表示します。

Classification Result （Softmax）ページのスナップショットとその見方

判定ラベルの予測確率が
1/(ラベルの数)以下になること
がないので、左側は表示がない

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携
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判断根拠の可視化

問題設定が画像分類の場合、作成したモデルが画像のどの箇所に着目し判断したかを、以下に示す２つの
方法で可視化することができます。

Grad-CAMはConvolutionレイヤーを含んだCNNモデルでしか動作しないため、ご注意ください。

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携

１

２

入力画像の上に、判断時に
注視した箇所をヒートマッ
プで描画

入力画像の中で判断時の着
目箇所だけを描画

Grad-CAM

LIME

出力画像手法 Grad-CAM

LIME

判断根拠の可視化手法 判断根拠の可視化の実行例
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判断根拠の可視化: Grad-CAM

EvaluationタブのOutput Resultのページから、可視化したい画像を選択し、Pluginsから実行します。

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携

１．可視化したい画像を右クリッ
クし、Plugins→Grad-CAMを選択

２．ポップアップでパラメータ
を設定し、”OK”を押下

項目 説明

class_index 判断箇所を描画するクラスを指定。
基本的には正解クラスを入力。
この例では4と入力するとモデルが
どの箇所を見て4と判断したかが画
像からわかる。

output 出力ファイル名を指定。

画像ファイルをダウンロードしたい
場合は作成された画像をクリックす
ることで、outputで入力した名前で
保存される。

ポップアップの設定項目
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判断根拠の可視化: LIME

EvaluationタブのOutput Resultのページから、可視化したい画像を選択し、Pluginsから実行します。

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携

１．可視化したい画像を右クリッ
クし、Plugins→LIMEを選択

２．ポップアップでパラメータ
を設定し、”OK”を押下

項目 説明

class_index 判断箇所を描画するクラスを指定。
基本的には正解クラスを入力。
この例では4と入力するとモデルが
どの箇所を見て4と判断したかが画
像からわかる。

num_samples 選択画像と比較するデータの件数を
指定。

数値が大きすぎると処理に時間がか
かるため注意が必要。

num_segments 画像を分割する数を指定。

num_segments_2 分割領域を注視した順に並べた際に
上位いくつまで表示するかを指定。

output 出力ファイル名を指定。

画像ファイルをダウンロードしたい
場合は作成された画像をクリックす
ることで、outputで入力した名前で
保存される。

ポップアップの設定項目
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構造自動探索機能

構造自動探索機能は、AIによるネットワークの編集と学習が自動で繰り返され、ネットワーク作成の試行
錯誤を自動的に行います。
EDITページのStructure Searchのチェックボックスを選択し、Runボタンで評価が実行されます※。
各モデルの結果はTRAININGページのTrade-off Graphで比較することが可能です。

構造探索機能の実行の方法 構造探索機能の結果

各点は探索された
ネットワークを表す

↑Error

演算量→

高精度だが
演算量が多い

ネットワークを自動生成

低演算量の中でも
高い精度

学習 評価
構造自動
探索

ネットワーク
作成

プロジェクト
作成

データセット
連携

※終了条件など細かな設定はGlobal Configで設定をします。
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目次

１

２

３

４

アカウントサインイン

データセットのアップロード

モデル作成

推論実行
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推論実行のステップ

NNCから作成したモデルをダウンロードすることでお客様の環境で自由にモデル利用ができます。

モデルを実行するためには、NNablaが必要になります。

NNablaを用いることでコマンドラインやpythonなど様々な方法で画像分類モデルが実行可能となります。

１

２

３

モデルのダウンロード

NNablaの設定

モデルの実行

推論実行のステップ
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画像分類モデルのダウンロード

学習が完了し最適なモデルを作成した後は、「Job History」の中から該当のモデルを右クリックし、選択
肢の中の「Download」をクリックすることでモデルをダウンロードできます。

NNP、NNB、ONNXは作成したネットワークと学習済みパラメータの値が含まれたファイルで、実行方法
に応じて使い分けをします (詳細はモデルの実行方法) 。また、html betaは学習結果などの内容をhtml形式
で出力したものです。

作成したモデルの権利は作成者に帰属し、自由にDeep Learningモデルを利用することができます。

モデルの
ダウンロード

NNablaの設定 モデルの実行



55

NNablaの設定

任意のPCにNNablaをインストールします。

NNablaのインストールについては、以下のドキュメントをご参照ください。
http://nnabla.readthedocs.io/en/latest/python/installation.html

モデルの
ダウンロード

NNablaの設定 モデルの実行
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モデルの実行方法

NNablaを用いてモデルを実行する方法は、使用する言語に応じて様々な方法があります。
また、ONNXを利用することで、他のDeep Learningのフレームワークを利用することも可能です。

次頁以降では、コマンドラインとPythonで実行する方法を解説いたします。

１

２

３

４

コマンドライン

Python

C++

C

５
他Deep Learning
フレームワーク

可能

可能

可能

不可

環境
依存

最も簡単に利用可能

比較的容易に利用可能

推論環境にPythonのイ
ンストールが不要

非常にコンパクトであ
り、組み込み利用向き

環境依存

https://support.dl.sony.com/docs-ja/
チュートリアル：neural-network-
consoleによる学習済みニューラ/
https://support.dl.sony.com/docs-ja/
チュートリアル：neural-network-
consoleによる学習済みニューラ/
https://github.com/sony/nnabla/tre
e/master/examples/cpp/mnist_runti
me

https://github.com/sony/nnabla-c-
runtime

https://nnabla.readthedocs.io/en/la
test/python/file_format_converter/f
ile_format_converter.html

NNPファイル

NNPファイル

NNPファイル

NNBファイル

ONNXファイル

実行方法
GPU
利用 特徴

ダウンロード
ファイル 参考URL

次頁に
解説あり

モデルの
ダウンロード

NNablaの設定 モデルの実行

６ TensorFlow 環境
依存

環境依存
TensorFlowのウェブページをご覧
ください

TensorFlow frozen 
graphファイル

https://support.dl.sony.com/docs-ja/%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%AB%EF%BC%9Aneural-network-console%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E5%AD%A6%E7%BF%92%E6%B8%88%E3%81%BF%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%A9/
https://support.dl.sony.com/docs-ja/%E3%83%81%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%83%AB%EF%BC%9Aneural-network-console%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E5%AD%A6%E7%BF%92%E6%B8%88%E3%81%BF%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%A9/
https://github.com/sony/nnabla/tree/master/examples/cpp/mnist_runtime
https://github.com/sony/nnabla-c-runtime
https://nnabla.readthedocs.io/en/latest/python/file_format_converter/file_format_converter.html
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コマンドラインでの推論実行

NNablaのインストールされたPython環境で、コマンドラインから以下を実行します。

nnabla_cli forward ¥
-c [ダウンロードしたネットワークモデルファイル(*.nnp)] ¥
-d [推論をするデータセットを取りまとめたCSVファイル] ¥
-o [推論結果の出力ディレクトリ]

2017-10-24 05:54:28,942 [worker]: [INFO]: nnabla_cli forward -c 
/home/nnabla/results/results_current_100.nnp -d ccbf15a0-bcb6-4ba6-b10e-
27fc877c4348/1002/index.csv -o /home/nnabla/results

※ Neural Network ConsoleのEVALUATIONタブでの推論実行時に同様のコマンドを使用しているため、
ログの出力ウインドウに同様のものが出力されています。

モデルの
ダウンロード

NNablaの設定 モデルの実行

※NNPファイルには推論用のネットワークのほかに、学習用のネットワークや学習用パラメータなども保存されています。
nnabla_cliの他のオプションを利用することで、コマンドラインから再学習などを実施することもできます。
詳細はnnabla_cli -hからご確認ください。
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Pythonでの実行方法

ダウンロードしたネットワークファイルをNNablaで実行可能な形に変換し、
変換後のネットワークファイルをPythonで読み込んで利用します。

# NNablaのインポート
import nnabla as nn
from nnabla.utils import nnp_graph
# nnpファイルの読み込み、ネットワークモデルの取り出し
nnpFile = nnp_graph.NnpLoader('./result_expanded.nnp’) 
networkModel = nnpFile.get_network(‘MainRuntime ', batch_size=1) 
# 入出力レイヤーの名前を取得
inputName = list(networkModel.inputs.keys())[0]
outputName = list(networkModel.outputs.keys())[0]
# 入出力レイヤーの数値変数を取得
x = networkModel.inputs[inputName]
y = networkModel.outputs[outputName] 
# 推論の実行
x.d = np.array(img) * (1.0 / 255.0)
y.forward(clear_buffer=True)
# 推論結果の表示
print(y.d[0])

モデルの
ダウンロード

NNablaの設定 モデルの実行

コマンドラインから以下を実行し、RepeatなどNNC専用のレイヤーをNNLに対応するようネットワークファイルを変換します
nnabla_cli convert result.nnp result_expanded.nnp

変換したネットワークファイルをPythonで読み込んで利用します

※NNablaを用いたNNPファイルの利用方法の詳細は、ウェブページをご確認ください。

https://nnabla.readthedocs.io/en/latest/python/api/utils/save_load.html
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Appendix
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SONYアカウントの取得方法

アカウント作成ページに移動し、メールアドレスやパスワードなどを設定します。

１．作成ページへの移動１ ２．作成ページへの移動２ ３．メールアドレス等の入力

「新しいアカウントの作成」を押下 「はじめる」を押下 登録するメールアドレスとパスワー
ドを入力
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SONYアカウントの取得方法

生年月日などを入力し、利用規約などの確認を行います。

４．生年月日の入力 ５．利用規約への同意 ６．セキュリティ認証

国/地域、言語、生年月日を入力 メール配信の有無を選択

利用規約・アカウントポリシーの確
認

「私はロボットではありません」を
押下

※画像選択が表示された場合には指示
に従う
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SONYアカウントの取得方法

確認メールを受信し、アカウントの有効化を行います。

７．確認メールの送付 ８．確認メールの確認

登録したメールアドレス宛に確認
メールが送付される

確認メールを開き、「確認する」を
押下
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